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理 科 学 習 指 導 案
日　時　　平成２１年５月２９日（金）２校時
学　級　　３年５組（男子１７名 女子１８名 計３５名）
授業者　　教 　 諭 　 　 山 　 口 　 幸 　 作

１　単元
　　化学変化とエネルギー（大単元　エネルギー）

２　単元について
　　現在，身のまわりには，様々なエネルギーが存在している。私たちはこれらのエネルギーを利用し

て生活を豊かにしている。例えば，電化製品などは多様なかたちで存在するエネルギーを変換するこ
とによって，より便利にエネルギーを生活に役立てている。しかし，エネルギーという用語は，日常
生活の中でよく使われている語句の一つであり一般化されているにもかかわらず，資源と混同するな
どその概念まで把握されていることは少ない。また，エネルギーは視覚的にとらえにくく，「エネルギー
とは何か」を一言で説明することも難しい。したがって，今後の社会状況において極めて重要な課題
であるエネルギーについて，身近な事象を通して基本的な物理的概念の初歩的な考え方とその規則性
を学び，再びこの認識を日常生活に当てはめて考えることは大切なことである。

　　本単元では，化学変化にともなうエネルギーの出入りや酸化・還元，イオンに関する観察，実験を
行い，化学変化とエネルギーとの関連を深めるとともに，酸化や還元が酸素の関係する反応であるこ
とや電池がイオンと呼ばれる粒子を利用していることについて，日常生活と関連づけて科学的な見方
や考え方を養うことを主なねらいとしている。

　　生徒はこれまでに，小学校では，基礎的な電気の回路，物質の水へのとけ方や水溶液の性質とはた
らき，物が燃えるときの様子について学習している。また，中学校では，１学年で物質の特徴や状態
変化について，２学年では，電流や化学変化と原子と分子について学習しているが，電流や化学変化
等の既習事項とエネルギーとのつながりを理解したり，多様なエネルギーのかたちを把握したりして
いる生徒は少ない。また，基礎・基本定着度調査における通過率を見ると，観察，実験の技能・表現
の観点において苦手とする生徒が多く実験結果等から規則性を導き出す力が十分についていない状況
がうかがえた。したがって，この単元「エネルギー」では，できるだけ多くのエネルギー変換の例を，
実験を通して経験させるとともに，これを単に実験室内で終わらせることなく，日常生活の実際の場
面に当てはめて考察させ，科学的な見方や考え方を養っていきたい。

　　指導にあたっては，生徒の関心・意欲を高めるために個別実験を取り入れることにより，生徒を意
欲的に実験へ取り組ませ，基礎的・基本的な技能の習得を行わせる場面を設定する。また，それぞれ
のグループの実験データを共有した後，ホワイトボードを活用し，その結果から図やグラフ，モデル
などを使って練り合い，高め合いを充実させることでエネルギーの概念を構築させていきたい。さら
に，学習した内容を日常生活と関連させていくことで社会の課題となっているエネルギー問題に対す
る関心を高めるとともに，環境保全に積極的に取り組む姿勢も育成していきたい。

 ◆授業のポイント◆ 
・　生徒一人一人が意欲的に学習に取り組む個別実験の導入

・　生徒が自ら構築した考えや意見を，図や表，モデルなどを用いた論述形式で相手にわかりやす

く説明させるための支援の工夫
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３　単元の目標
　⑴　エネルギーの変換や酸化と還元に関する現象に関心をもち，意欲的に観察，実験を行うことがで

きる。
　⑵　エネルギーの変換や酸化と還元に関する現象について調べる方法を考え，実験結果をもとに規則

性を見いだし発表することができる。
　⑶　 エネルギーの変換や酸化と還元に関する現象について観察・実験を通して，観察，実験の基礎

操作を習得したり，自らの考えをわかりやすく説明することができる。
　⑷　エネルギーの変換や酸化と還元についての基本的な概念や原理・法則を理解し，基礎的な知識を

身につけることができる。

４　単元の指導計画

章 節 時間 指　導　目　標 学　習　内　容

２　
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１　化学変化と
熱エネルギー
の関係を調べ
よう

3

　化学変化とエネルギーとの関わりにつ
いて興味・関心をもたせ，実験から，化
学変化には熱エネルギーの出入りをとも
なうことがあることを理解させる。また，
物質がもつ化学エネルギーについて理解
させる。

２　化学変化に
よって物質を
とり出すこと
ができるだろ
うか

2

　金属の酸化物を還元する実験を行わ
せ，生成する物質を調べて結果を記録さ
せたり発表させたりする。また，この反
応を原子・分子モデルなどを用いて考察
させ，還元は酸化物が酸素をうばわれる
反応であることを理解させる。

３　資源として
の金属

1
　金属をはじめ，日常生活で使用してい
る限りある資源を有効に利用する必要が
あることを理解させる。

４－１
　　水溶液に電

流が流れるか
3

　さまざまな水溶液に電流を流したとき
の様子を調べさせ，水溶液には電流が流
れるものと流れないものがあることを理
解させる。また，水溶液にとけている物
質には電解質と非電解質があることを理
解させる。

４－２
　　イオンと原

子のなり立ち

4
本時

（1/4）

　電気分解の実験を行わせ，電極に物質
が生成することから粒子のモデルと関連
づけてイオンの存在を理解させる。また，
イオン式が正しく書けるようにさせる。

４－３
　　化学変化と

電池
4

　電解質水溶液と２種類の金属などを用
いて電池を作る実験を行わせ，電池は化
学エネルギーが電気エネルギーに変換さ
れていることを理解させる。

化学変化と熱エネルギーの関係を調べる。

酸化・還元の実験を行う。

水溶液の通電性の実験を行う。

電気分解の実験を行う。

電池の実験を行う。

化学変化と熱エネ
ルギーの関係を調べるこ

とができたか。

酸化・還元の実験を
行うことができたか。

水溶液の通電性の実験を
行うことができたか。

電気分解の実験を
行うことができたか。

電池の実験を
行うことができたか。

化学エネルギーについて理解する。

酸化・還元について理解する。

金属を長く利用するための工夫を考える。

物質資源の有効な利用法を考える。

電解質と非電解質について理解する。

イオンについて理解する。

電池の原理について理解する。
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５　本時の学習（１／４）
　⑴　題　材　　「イオンと原子のなり立ち」

　⑵　目　標
　　①　電極に生成する物質を予想し，課題解決に向けて電気分解の実験を進んで行うことができる。
　　②　電極に物質が生成することから，電解質の水溶液中に電気を帯びた粒子が存在を見いだすこと

ができる。
　　③　電解質水溶液の電気分解の実験を行い，陽極と陰極に出てきた物質を調べることができる。
　　④　原子がプラスやマイナスの電気を帯びたものをイオンだと理解することができる。

　⑶　授業設計の工夫
　　①　生徒一人一人が意欲的に学習に取り組む個別実験の導入
　　　　本時では，２人から３人の小グループで実験を行わせる。実験の少人数化を図ることにより生

徒一人一人が自分の課題をもち，課題解決に向けて主体的に実験に取り組む姿勢を育て，基礎的・
基本的な技能の習得も図りたい。また，個別実験を進めるにあたり，実験装置のスモール化・簡
略化を行う。そのことにより，実験時間の短縮や廃液の減少に努めていきたい。次に，電気分解
によって電極周辺にできる物質を個別に予想させ，小グループ毎に生成される物質が予想通りか
調べる方法を既習事項や実験をもとに考えさせる。

　　②　生徒が自ら構築した考えや意見を，図や表，モデルなどを用いた論述形式で相手にわかりやす
く説明させるための支援の工夫

　　　　水溶液に電流が流れるとき陽極や陰極で物質が生成する理由を考えさせる。その後，それぞれ
の考えをグループ毎にホワイトボード上で粒子モデルを使って説明させ，練り合い，高め合いを
充実させる。粒子モデルは，表現の幅をもたせられるように記号や言葉を書きこめるようにする。
それぞれ異なる実験結果の考察から規則性を見つけ出させ，その後グループ同士で説明活動を行
わせることにより，より確かな概念の形成ができるように導いていきたい。

　⑷　展　開
過
程
時
間
形
態 学　習　活　動 指導上の留意点　　◎評価

導　
　

入
５一
斉

１　前時の授業の確認を演示
実験で行い，電極の周囲で
変化が起きていることに気
づく。

２　学習課題を設定する。

１　前時の授業の確認を演示実験で行い，
電流が流れる電解質水溶液の場合，電極
の周囲で変化が起きていることに気づか
せる。

２　本時の学習課題を確認させる。

水溶液に電流が流れるとき，
水溶液の中でどんな変化が
おこっているのだろうか。
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事　象　提　示 １

課　題　設　定 ２

は　じ　め
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3　出てくる物質を予想する。

４　実験を企画する。

５　他のグループの実験企画
を聞き，自分たちの企画を
練り直す。

８　個別に電気分解の実験を
行う。

11　電極で物質が生成した理
由を考える。

12　ホワイトボード上で粒子
モデルを使い，電極で物質
が生成した理由を話し合う。

３　電解質水溶液から電気分解によって
どんな物質が出てくるか予想させる。

◎　予想した物質が生成したかどうかを
確認するための方法を企画できたか。

７　安全面の指導をする。
　・　安全めがねをする。
　・　気体のにおいは手であおいでかぐよ

うにする。
　・　部屋の換気に注意する。
　・　手や服についたら十分な水で洗い流

す。
　・　使い終わった薬品は，決められた場

所に集めておく。

８　電気分解の実験方法を記した用紙を
ラミネートして配っておく。

９　生成した物質を企画した方法で確か
められたか机間指導を行い確認する。

11　実験結果から陽極や陰極に物質が生
成する理由を考察させる。

◎　粒子モデルを使い，積極的な練り合
い，高め合いにより，規則性を見いだす
ことができたか。

終　
　

末

６

３

全　
　

体

13　物質が生成した理由を発
表する。

14

13　ホワイトボードを使い，グループ同士
で説明活動を行わせる。

14　生徒の発表をもとに本時をまとめる。

【予想される生徒の回答】
・塩素　　・銅
・酸素　　・水素
・鉄　　　　　　など

【予想される生徒の企画】
・線香　　・マッチ
・におい　・電流
・磁石　　・色，光沢
・漂白作用

ま　と　め 14

予　　　想 ３

実 験 企 画 ４

発　　　表 13

準　　　備 ７

考　　　察 11

練り合い，高め合い 12

確　　認 ５

 補説　６

確　　認 ９

 補説　10

実　　　験 ８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

まとめ
　＋の電気を帯びた原子は陰
極に引かれ，－の電気を帯び
た原子は陽極に引かれる。

⇩
＋や－の電気を帯びた原子を
イオンという。

お　わ　り


